
マニュアル②走行実績確認
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目次

①拠点の登録をする

―事前準備（Cariotの設定、取引先インポート用のデータ
作成、データローダのインストール）

―拠点を、取引先としてインポート

―インポートした取引先データをエクスポートし、拠点の緯度・
経度等の情報を取得

―取得した情報をもとに拠点データを作成し、インポート

②稼働率レポートを見る

③拠点に関する活動のレポートを作る



22

①拠点の登録をする
※拠点の数が少ない場合は「マニュアル①リアルタイム位置情報把握」の目次③を参照ください
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■拠点の活用について―概要のご説明
拠点を登録することで、Cariot内に拠点に関する活動のデータが記録されます

到着

滞在

出発

■到着
登録した拠点の円の中に入ると
到着したことをCariot内に記録します。
取得されるのは到着した拠点名と
到着時間です。

■滞在
登録した拠点の円の中に入り、
滞在したことをCariot内に記録します。
取得されるのは滞在した拠点名と
到着時間、出発時間、所要(滞在)時間
です。
※滞在時間0分でも、円に入った場合は
記録されます。

■出発
登録した拠点の円から出ると
出発したことをCariot内に記録します。
取得されるのは出発した拠点名と
出発時間です。
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■データインテグレーションルールの設定を行う
拠点の登録にはCariot内で緯度経度の取得が必要なため、この設定を行います

Cariotホーム画面左上にある マークを
クリックし、設定画面を開く

設定画面が開くので、画面左の
に「データインテグレーションルール」と入力し、
表示されたリンクをクリックし、ダウンロードページを開きます。

「Geocodes for Account Billing Address」をクリックする

「有効化」をクリックする
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■取引先インポート用データの作成をする
Cariotに登録するためのデータを作成します。

CSVファイルを編集可能なツールをご用意ください。ここではMicrosoft Excelを使用します。

※あらかじめ、弊社からご提供する「取引先標準テンプレート.csv」「拠点標準テンプレート.csv」

を保存しておいてください

右下の選択リストで
①「テキストファイル(*.pm;*.txt,*.csv)」を選択
②表示された「取引先標準テンプレート.csv」を選択
③開く

Microfosf Excelを起動し、開く→参照の順に選択

1

2

3
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■取引先インポート用データの作成をする

キストファイルウィザードで「日本語(シフトJIS)」が
選択されていることを確認し、次へ

区切り文字「カンマ」にチェックを入れ、次へ
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項目名 値説明

取引先名 各所に表示する取引先名です。必須項目です

郵便番号(請求先) -(ハイフン)に入った郵便番号形式にしてください

都道府県(請求先)

市区町村(請求先)

町名・番地(請求先) 字、大字を含む場合は除いてください

国(請求先) 全てJAで統一してください。

何も変更せずに「完了」

以下のようにCSVファイルが開きます。1行目は項目名です。
2行目にサンプルが入力されているので、サンプルを参考に登録するデータを作成します.
データが作成出来たら保存します。

■各列の値は以下の通りに設定してください。登録不要な列は空欄のままにしてください。

■取引先インポート用データの作成をする
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■データローダをインストールする
データの一括登録にデータローダというツールを使用するので、インストールを行います

Cariotホーム画面左上にある マークを
クリックし、設定画面を開く

設定画面が開くので、画面左の
に「データローダ」と入力し、
表示されたリンクをクリックし、ダウンロードページを開きます。

「Windows のインストール手順」、「Mac のインストール手順」を参考に、
データローダをインストールします。
※ファイルの最後に手順を載せていますが、バージョンによって異なる
可能性があります
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データローダを起動し、Settingsを押し、Settingsを選択。

「Read all CSVs with UTF-8 encoding」
「Write all CSVs with UTF-8 encoding」にチェックを入れ
「Time Zone」を「GMT」に変更。
また、「Insert null values」にチェックが入っていないことを
確認してください。
全て終わったら「OK」ボタンを押して次に進む。

■データローダを設定する



1010

CariotのログインIDとパスワードを入力し、Loginを選択。
Loginに成功するとLoginボタンの左にLogin successfulが
表示されるのでNextを選択。

「Upsert」を選択

■データローダでデータインポートを行う
データローダにログインし、用意した登録用データのインポートを行います
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CSVファイルの読み込みに成功した場合、以下のダイアログが
表示されるので、「OK」を選択

取引先を選択したら、 ボタンを押して
ファイルの選択を行う。

事前に作成した登録用CSVファイルを選択し、「開く」を押す

ファイルが選択されたら「Next」を押し、
ファイルを読み込む。

■データローダでデータインポートを行う
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「id」を選択し、「Next」ボタンを押す

何も変更せずに「Next」

■データローダでデータインポートを行う

※注：Upsertを選んだ場合の画面遷移について
―一意の項目が登録済みデータと一致するかどうかで更新/新規登録を判断します。

ex）ID、ドライバー管理番号・・など
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「Create or Edit a Map」を選択

「Auto-Match Fields to Columns 」を
押すとCSVの項目名とCariotの項目名をマッチングし、
更新対象の項目が自動で決まる

すべてマッチングできたことを確認し、
「Next」を選択

■データローダでデータインポートを行う
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自動でマッチングできない項目がある場合はドラッグ＆ドロップでマッチングする
全てマッチングできたらOKを選択

■データローダでデータインポートを行う

※マッチしない項目があった場合
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を押して、ログファイルの保存場所を設定

「Finish」を選択し、
確認ダイアログが出たら「はい」を選択

登録開始

※件数によっては時間が
かかる場合があります。

更新が完了したらダイアログが表示されるので
登録成功データとエラーデータの確認する
※右の例の場合、2件登録成功、

1件エラーとなっています

■データローダでデータインポートを行う
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リストビューを「すべての取引先」に変更し、
正しくデータ登録されているか確認する

Cariotにログインし、アプリケーションランチャー を開き、
検索フォームへ「取引先」と入力し「取引先」を選択する

■インポートしたデータを確認する
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「Export」を押し、ログインする必要があれば
ID、PWを入力してログインする

■拠点インポート用のデータを作成する
取引先のデータをエクスポートし、拠点のインポートデータに作成に使用します

「取引先」を選択し、 を押す

ファイルを保存したいフォルダを選択、
ファイル名を「取引先エクスポート.csv」など
わかりやすい名前を付け、「保存」を押す
※.csvは必ずつけてください

「Next」を押す
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「BillingLatitude」「BillingLongitude」「Id」「Name」の
4項目を選択し、「Finish」を押します。

■拠点インポート用のデータを作成する

アラートががポップアップするので「はい」を押します

「OK」を押します
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拠点標準
テンプレート

エクスポートした取引先データを拠点標準テンプレートの該当項目に
コピー＆ペーストする

エクスポートしたCSVファイルと、あらかじめ保存していた
「拠点標準テンプレート.csv」をP5－7の手順で開く

取引先
エクスポート

■拠点インポート用のデータを作成する
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ルートのIDは紐付けたい先のルート画面を開き
URLの下記部分になるので、コピーして使用してください

項目名 値説明

取引先名 取引先からエクスポートしたIDを入力します

ルート 紐付けたいルートのIDを入力します(下記図を参照)

場所 (Latitude) エクスポートした取引先情報からコピーします

場所 (Longitude) エクスポートした取引先情報からコピーします

活動の記録（到着） 「TRUE」統一です

活動の記録（出発） 「TRUE」統一です

活動の記録（滞在） 「TRUE」統一です

目的地補正 「TRUE」統一です

エリア半径
円のサイズを指定します。デフォルトは200mですが、
拠点同士が近い場合や拠点が広い場合は調整可能です。
(最小半径50m)

Cariot__TypeLabel__c 「目的地」統一です

拠点名 取引先名と統一してください

■拠点インポート用のデータを作成する

※拠点標準テンプレートには以下の内容を入力してください
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CSVファイルの読み込みに成功した場合、以下のダイアログが
表示されるので、「OK」を選択

データローダで「Upsert」を選択しログイン後、
拠点を選択したら、 ボタンを押して
ファイルの選択を行う。

事前に作成した拠点登録用CSVファイルを選択し、
「開く」を押す

ファイルが選択されたら「Next」を押し、
ファイルを読み込む。

■データローダでデータインポートを行う
作成した拠点のデータをデータローダでインポートします
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なにも変更せずに「Next」ボタンを押す

何も変更せずに「Next」

■データローダでデータインポートを行う
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■データローダでデータインポートを行う

「Create or Edit a Map」を選択

「Auto-Match Fields to Columns 」を押すと
CSVの項目名とCariotの項目名をマッチングし、
更新対象の項目が自動で決まる

項目が全てマッチしたら「OK」を押して画面を閉じる
※マッチしていない項目があったらP12を参照し
マッチさせる

「Next」を押す
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を押して、ログファイルの保存場所を設定

「Finish」を選択し、
確認ダイアログが出たら「はい」を選択

登録開始

※件数によっては時間が
かかる場合があります。

更新が完了したらダイアログが表示されるのでOKを押して
終了する
※エラーが出ていた場合はP13を参照しエラー原因を確認する

■データローダでデータインポートを行う

5 0
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■データローダでデータインポートを行う

Cariotへログインし、「ルート」タブを開く

リストビューを「すべて選択」に変更、
拠点と紐付いているルート名をクリックする

登録した拠点が全て反映されているか
確認し、「保存」ボタンをクリック
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②稼働率レポートを見る
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「最近参照したデータ」を
「すべて選択」に変更します

見たいエリア名をクリックします

エリア画面が開きます

エリアタブを押します

次ページに続きます

■稼働率レポートを確認しましょう

あらかじめ登録しているエリアの、車両の稼働率（※）を確認することができ
ます
（※）1日を8時間とした時の走行時間の比率（%）

「稼働率レポート」タブを
クリックします
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■稼働率レポートを確認しましょう

期間や時間帯を好きなように指定して、稼働率レポートを表示できます

レポートを表示する表示期間や表示開始日、時間帯を指定できます
・「表示期間」：1日、1週間、2週間、1ヶ月、1年から選択できます
・「表示開始」：計算の起点となる日を指定できます
・「時間帯」：計算する時間帯を指定できます

上記で指定した期間・時間帯で計算された稼働率レポートです。
車両ごとの稼働日数・稼働率、利用時間のほか、最大同時稼働台数や
平均稼働台数も表示します

右側の「オプション」ボタンをクリックすると、利用時間・稼働
率の計算オプションとして、アイドリング時間やデータの存在し
ない時間を利用時間に含めるかどうか、指定することができます
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③レポートを確認、変更する
※拠点の滞在時間を見る場合はレポート名「P060_滞在記録_01」をご利用ください

※Cariot標準レポートの種類は巻末を参照ください
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■レポートを確認、変更する
急加速・急減速が起こった実績を確認するためにレポートを確認、変更します

レポートタブを開く

「すべてのレポート」をクリックし、レポートの一覧を表示する
利用したいレポートをクリックする

編集したい場合は「編集」ボタンを
クリックする

レポートが開きます
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Excelに例えると
「行をグループ化」「列をグループ化」は
ピボットテーブルの列と行に該当します

「列」では集計したいデータを追加します
検索フォームへカーソルを合わせると
追加できる項目が表示されます
追加したい項目をクリックして追加します

■レポートを確認、変更する
急加速・急減速が起こった実績を確認するためにレポートを確認、変更します
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タブを「検索条件」に変更することで、絞り込み条件を
設定できます
Excelでいうとピボットテーブル「フィルター」になります

ex）日付の絞り込み
先月、今月などで
絞り込みをかけられ
ます

ex）検索フォームにカーソルを合わせると
絞り込みをかけられる項目が表示されます

ex）車両で絞り込みたい場合、演算子
を「次の文字列を含む」などを選択し、
絞り込みたい文字列を入力し、「適用」ボタンを押します

■レポートを確認、変更する
急加速・急減速が起こった実績を確認するためにレポートを確認、変更します
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「保存＆実行」ボタンをクリック
するとレポート作成が完了します

■レポートを確認、変更する
急加速・急減速が起こった実績を確認するためにレポートを確認、変更します
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レポートの右上「▼」ボタンを押す

メニューが表示されたら
「エクスポート」をクリックする

ポップアップが表示されたら
「フォーマット済みレポート」が
選択されていることを確認する

「エクスポート」ボタンを押すと
エクスポートが完了する

■参考）レポートをエクスポートする
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※Cariot標準レポートの説明

Cariotでは、以下４つの目的に応じたレポートを
ご用意しております。

■コンプライアンス強化
■安全性向上
■見える化
■生産性向上

詳細は、次ページ以降の一覧をご覧ください。

レポートとは・・・
Cariotに蓄積したデータを、指定した形式で表示したり、
業務に合わせた条件で抽出・集計・分析することができ
ます。
また、グラフを追加することでデータを視覚的に表示する
こともできます。
データは、更新することで最新のデータを反映します。
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■Cariot標準レポートの説明

フォルダ 名前 説明

Cariotコン
プライアンス
強化レポー
ト

C020_保管場所に戻って
こなかった車両レポート
（過去60日間）

1日の最後にエンジン停止した場所が車両の保管場所から
半径500m以上の場合に保管場所に戻ってこなかったと判
断して集計したレポートです。車両の「保管場所」項目に保
管場所住所が紐付けられている場合に利用できます。

C040_免許証の有効期
限が近いドライバー（翌
90日以内）

免許証の有効期限が90日以内のドライバーを確認できるレ
ポートです。ドライバーの「免許証有効期限 年月日」項目に
日付が入力されている場合に利用できます。

C060_日別ドライバー運
転時間（今月）

今月のドライバー毎の日別運転時間を集計したレポートです。
前日までのデータが集計されています。

C070_車両利用報告書
（ドライバー毎）

走行データを元にドライバー毎で走行実績をまとめたレポート
です。今日分の走行中データも含まれます。

C080_車両利用報告書
（車両毎）

走行データを元に車両毎で走行実績をまとめたレポートです。
今日分の走行中データも含まれます。

C000_車両管理台帳
_01

車両に登録されているデータを一覧で見ることができるレポー
トです。

C010_車検が近い車両
（今月または来月）

今月または来月に車検満了日を迎える車検の一覧を見る
ことができるレポートです。車両の「車検満了日」項目に日
付が入力されている場合に利用できます。

C030_免許証が有効期
限切れのドライバー

免許証の有効期限が過ぎているドライバーを確認できるレ
ポートです。ドライバーの「免許証有効期限 年月日」項目に
日付が入力されている場合に利用できます。

C000_車両管理台帳
車両に登録されているデータを一覧で見ることができるレポー
トです。「C000_車両管理台帳_01」との違いは「累積走
行距離[km]」の列が無い点のみです。

C090_速度超過回数
（ドライバー毎）

今月または先月に105km/h以上の速度が出た走行データ
の数をドライバー毎に集計したレポートです。レポートの編集
画面から検出する速度を変更することが可能です。なお、速
度超過の回数ではなく、指定した速度を超えた走行データの
数となりますのでご注意ください。

C050_拠点内速度超過
登録した拠点の中で速度超過をした走行を集計したレポー
トです。拠点の登録、拠点の設定で「拠点内の制限速度」
を設定している場合に利用できます。

C100_速度超過回数が
多いドライバー

過去90日以内に105km/hよりも速度が出た走行データの
数をドライバー毎に集計したレポートです。レポートの編集画
面から検出する速度を変更することが可能です。なお、速度
超過の回数ではなく、指定した速度を超えた走行データの数
となりますのでご注意ください。
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■Cariot標準レポートの説明

フォルダ 名前 説明

Cariot安全
性向上レ
ポート S030_危険運転動画

ドライブレコーダーで録画した危険運転のCariot上で見れる
動画を一覧にしたレポートです。高危険度0.6G以上の場
合に動画がCariot上へ取得されます。

S010_危険運転数（す
べて）

速度超過の走行データ数、急加速・急減速の回数を集計
したレポートです。速度超過は走行データ数、急加速・急減
速は回数となります。

S000_ドライバー別危険
運転（急加速・急減速・
速度超過）

速度超過の走行データ数、急加速・急減速の回数をドライ
バー毎に集計し、100kmあたりの回数に割り出したレポート
です。速度超過は走行データ数、急加速・急減速は回数と
なります。

S020_急加速・急減速
の多いドライバー

急加速・急減速の回数をドライバー毎に集計したレポートで
す。

Cariot見え
る化レポート

V001_登録データ一覧

デバイスに紐づく車両の登録データを一覧化したレポートです。
最後にGPS取得をした日時もこちらで確認できます。デバイ
スと紐付いていない情報はこちらのレポートでは確認できませ
ん。

V000_Cariotレポート一
覧

Cariot標準レポートの一覧が確認できるレポートです。
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■Cariot標準レポートの説明

フォルダ 名前 説明

Cariot生
産性向上
レポート

P140_走行ステータス集
計レポート

スマートフォンアプリ版ステータス毎の集計レポートです。事前
にステータスの登録と、利用ユーザによるステータス変更が必
要です。

P130_取引先別の訪問
回数

拠点と、それに紐づく取引先への訪問回数を集計したレポー
トです。事前に取引先と拠点を登録した場合に利用できます。

P060_滞在記録_01
登録した拠点へ滞在した開始時間、終了時間、所要時間を
集計したレポートです。事前に拠点を登録した場合に利用で
きます。

P000_日別車両稼働状
況

今月と先月の日毎走行実績が集計されるレポートです。走
行距離、最大連続運転時間、最大連続アイドリング時間な
どが確認できます。

P010_最大同時稼働台
数の推移（全社）

登録している車両のうち、1日のうちに同時に走行した台数を
集計したレポートです。デバイスを取付けていない車両も1台と
してカウントされます。

P070_アイドリング時間の
記録

アイドリング時間を集計したレポートです。

P110_車両ごとの月間走
行距離

毎月の走行距離を車両ごとに集計したレポートです。

P120_日別車両予約状
況

運行予定と実績を集計したレポートです。運行予定をご利用
されていない場合、予約なし実績回数が加算されます。

P050_出発記録・到着記
録

登録した拠点へ出発・到着した時間の一覧レポートです。事
前に拠点を登録した場合に利用できます。

P081_駐車記録

駐車の開始時間、終了時間、所要時間の一覧レポートです。
事前にアプリケーションランチャーから「Cariot管理者ツール」
→「スケジュール設定」の「Cariot__駐車イベント取り込み_
定期実行」を開始してください。

P020_車両稼働状況の
推移(過去30日間)

過去30日の日別稼働台数の集計レポートです。

P030_車両稼働状況(今
月)

今月の日別稼働台数の集計レポートです。

P040_車両稼働状況(先
月)

先月の日別稼働台数の集計レポートです。

P090_平均燃費の推移
ドライバー×車両ごとの日別燃費推移の確認レポートです。
車載器がOBD2の場合のみ利用できます。

P100_ドライバー毎の平
均燃費

ドライバー×車両ごとの日別燃費推移の確認レポートです。
車載器がOBD2の場合のみ利用できます。


